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取付説明書

注意事項は製品の性能、機能及び強度や安全性を確保する上で重要な為、施工にあたっては必ずお守りください。

本書に示した内容は専門知識を有する内容になっております。誤った方法で作業を行うと不具合発生の原因に

つながるおそれがありますので、施工は専門業者が行ってください。
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ブロック中心

ブロック孔をモルタルで埋める

■取付に関する注意事項

本製品をより安全に永くご愛用していただくために、以下の事項をお守りください。

1．ガス給湯器などの熱や排気ガスが製品に直接当たる、またはこもるような場所に設置しないでください。

熱による塗装劣化・剥離（はくり）、また排気ガスによる腐食の原因になります。。

2．ブロック施工には建築用ブロック[JISA5406:2010]の圧縮強さ(記号)16[C種]以上で厚さ12cm以上で施工してください。

3．ブロック塀の総高さ（フェンス含む）は2.2m を超えないように施工してください。ブロックに本体を立てる際、

ブロックの連結部には本体を立てないでください。 またブロックの中心に本体を埋込んで設置してください。

4．基礎コンクリート(モルタル)には、腐食性の強い塩素系の混和剤（急結剤など）や強アルカリ系硬化促進剤、

海砂などは使用しないでください。腐食が促進され破損事故につながるおそれがあります。

5．本体のレベル調整は、コンクリート・モルタルが固まる前に行ってください。固まった後の調整は、強度が著しく

低下するおそれがあります。

6．施工時に商品の表面に付着したモルタルやコンクリート等は速やかに清掃してください。

7．改造・変更をしないでください。

■取付方法

・「納まり図」で本体の位置やレベルを確認して設置してください。

・ぐらつきがないことを確認して施工完了

■梱包箱を開けて下記の部品を確認して下さい

・デザインフレーム： 明細票

■納まり図

・施工前に必ず確認してください。

・( ）内寸法は、W2000H800の場合を示しています。
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注意事項

お手入れ方法

製品の保証について

・施主様へ

本製品をより安全に永くご愛用していただくために、以下の事項をお守りください。
１．本製品は一般住宅用です。
２．本製品の強度設定は、製品単体における強度によるものです。

設置面・施工方法により固定部のゆるみ等が発生しないよう、専門の施工業者とお打ち合わせください.。
３．設置面・施工方法による製品のぐらつきや破損、またこれらに伴う損害について、当社はその責任を負わないものといたします。
４．用途以外での使用はしないでください。遊具等の用途で使用すると思わぬ事故につながる恐れがあります。
５．故意にひっぱったり揺らしたりしますと、固定部のゆるみ等により事故につながる恐れがあります。
６．形状変形や怪我をする危険がありますので、蹴る等の危険行為はしないでください。
７．本製品は金属製品のため、夏場や直射日光下では表面温度が高温となる場合があります。

素手や素足での接触、ペットの接触等には十分注意してください。

定期的なお手入れを行うことでより永くご愛用していただけます。
１．やわらかい布でから拭きしてください。
２．汚れがひどい場合は、やわらかい布にうすめの中性洗剤をつけ、かたく絞って拭いてください。
３．シンナーやみがき粉をタワシを用いて清掃することは避けてください。塗装剥がれや傷・変色等の原因となります。
４．お手入れの際は安全を考慮しゴム手袋を着用して行ってください。

この製品は、一般住宅用です。公共施設には適しておりませんので、一般住宅以外に使用しないでください。
無理に使用し、破損・損傷した場合、当社はその責任を負わないものといたします。
・保証期間ご購入日から１年を保証期間としております。
・保証内容保証期間中に、適切な使用状態において破損・損傷が発生した場合には次項(免責事項）の内容を

除き無償にて修理及び交換いたします。
・免責事項（保証期間内でも次の様な場合は有償対応となります）

１．本来の用途以外で使用した場合による破損・損傷
２．適切な使用、お手入れを行わなかった事による破損・損傷
３．取付説明書に基づかない施工方法の起因による破損・損傷
４．天災等の不可抗力により、製品の性能を超えた事による破損・損傷

（地震、地盤下、火災、暴風、暴雨、洪水、雪崩れ、落雷等）
５．結露・凍結・風による風切り音等、自然現象や使用環境に起因する現象
６．海岸地域・温泉地等の塩害、工場地帯の粉塵等によるサビや腐食
７．使用に伴う接触部分の擦れによる傷・塗装剥がれ、経年変化による塗装の変色、めっきの劣化やこれらに伴うサビの現象
８．建築躯体の変形等、製品以外の不具合による破損・損傷
９．お客様自身による、分解・加工が起因となる破損・損傷
１０．犯罪行為等の第三者による破損・損傷
※修理又は移設等のご相談がございましたら お買い求めの販売店または工事店にお問い合わせください。

※ 安全ガイドは必ずお客様にお渡しください


